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5.IUO問 .8叩 THOpfl，1977， Mam甲山.IlblXXV c'oe3da K刀CC.M.. 1976.) 





















3) 且 M.rB似旧日aHI.J， 0 peafluaa勾UHa ynpa8AeliUe， BTopoe ，n:onOJIHeHHoe 匹3)1;.， .M. 1972 
CTp. 28，岩尾裕純監訳『組織と管理~ (上)1974年， 21ベー ジ.
4) B. H J1emfH， flo.llloe四 6pauueco抑制刷u2，H3，瓦 5 く以下 nOA1-l.co6p. CO'l と略記>，
T. 23， CTp. 18，邦訳『レ ニン全集』第18~警， 641ベージ， T. 36， CTp. 190，同上，第27巻， 261 
ベージ。乙れを研究したものとして，大島国雄『現代ソ連の企業経営~ 1肝1年，岩尾イ制面「レー
エンと科学的管理法J， ~経済』第100号I 1972年a
5) 且 M.rBH山田HH，日ca3.co句， CTp. 28，邦訳，前掲書， 22へジ。
6) 1965年になって，192C年代のHOT論をとりあげた著作が刊行された (Hay四 afl0 peafiu3叫 HH
mpyda u ynpa8/leH-Ufl， nOl: P凹 A.H凹ep6aHH.1'.， 19日〕のをはじめ iHOT運動の再
興」どいわれる事躍がみられているが，テイラー研究については目新しいキ張はみられないら
CM且 M.EepKoBlfll，φOp.MupOOal-tue fWy/CU ynpa8.1/.eHufi npou3oodcmoo.M， 1'.， 1973 











ノレマンスキーの HOT論円のうち Ir科学的管理』批判」 をとりあげ考察する
ものである心。
7) オ アーエルマソスキー (0.A. EpMaH回目前は1866年に牛まれ. 1941年に死去したソ連の経
営学者・経済学者である。 1921年までメンシェヴィキに属し，その後，社会事業と学衛研究に従
事するようになった。 1同学的労働組酷など管理科学の研究を主たる専門領域としていた凶著書と
しては本稿でとりあげるもりのほかに以下のものがある。 Cucme.MaTafi刈 'pa，1918 Cfテイラ
システムJ)ロ .!l"印。αUφo pde， 192G crフォード小伝J). T四 pUHu-npa1CmU1Ca 
P叫即fw/tU3au，uu，1928東城只雄訳『合理化の理論と実際.ll193C年，高山洋音訳『科学的工場
組織り理論j，W科苧的工場経首の実際j1938年)， C!naxafw8印刷edou:JICef-lue u cm山 a"'"印刷
町 moJbl，1940 crスタハノフ運動とスタハノフ方法ム これについては大石岩雄大島国雄両氏
による抄訳『スタハノフ運動とノルマj，1950年がある〉。なおエルマンスキ 由業績その他につ
いては大島閏推「ソ連解常羊」田杉競ほか『比較経営学.!l1970年が詳しい。
8) エノレマンスキ のテイラ 批判そのものについては，従来，以下D評価がなされてきているよ
うである。積極的な評価としては，テイラー ジステム白肯定面否定面白虹i也 「人問機能の
生理学的収支Jについての科学的責料の提供というレーニンによるもの (B.1. .neHHH， floJlH. 
co6pω'f.， T. 45，口p.206-2肌邦訳a 前掲書，第四巻， 381-382へジ〉や苦闘の生理学的側
面からテイラ システムの限度を正し〈衝いているとするもの〔磯部喜一「テイラ ・システ
ムとその限界同JW商業双盤情研究』捧47冊， 1927年， 175-176ベ ゾ〉などがある。しかしその
多くはテイラ← γステムの積極面をも否定する「反テイラ 主義」である(n.M. K叩)/{eHueB，


























9) O. A. EpMaHcKHH， Hay'fHafl OpWf-lU3af{ufl mpyδa u npou38odcm8a u cucmeMa TalI.Iopa， 
M.，1922本書はさきの Cucme.MaTait訓 pa，の増補世訂版である。 1922，-，1925年の聞に缶年，版
を重ねる一方， 1925年には独訳される(J.Ermanski， Wiss帥 schaftlicheBetriebsorganuation 
und 'T'aylor-S'yst帥 1，Berlin) など当時かなりの反容をよびおこしていたと思われる(たとえ
ば DieGesellschaft， Jg. 3， 1926， Bd. 1， 55. 562-563を参障り。本稿では原書と独語版を参考
にした固
10) O. A. EpMaHcKHH. .yi孔a3心、円.CTp. XIII. 4 
11) TaM泌e，CTp. XIII， IX， 5 



















12) TaM Ae， CTp. V， XIII， IX なお引用文中の傍点はとくにJことわらない限り， 原文では斜宇
体。以下同じ。
13) TaM Ae， CTp. XIV， 5 









17) O. A. EpMaHcKH詰，Y，ca3 叩 'f.， CTp. 61-63 













周知のようにテイラー・シプ、テムは 19C に 速の工作機械と精密測定需
の禿明を契機に機械工業で展開された「互換式大量生産方式」すなわも機械化
と部品別・工程別作業の専門化・標準化および有機的結合=i分業にもとずく







18) TaM以e，CTp. 63-65 
19) TaM )Ke，町'p.62 
20) TaM泌 e，CTp. 8， 15， 17-18 
21) 奥村正二『生産技術史~ 1叫8年，第6-8章，岩尾裕純『経営経済学11974年，第3章参照a
なおこの「宜換式大量生産方式」が機械の自動的体系にもとずいて最初に全面的に実施される白

























22) 高利重隆「経営管理総論~ (第二新訂版)196&年， 第7，8章，副田満輝『経営費務論研究』
1977年，第7，8章，中村静治『現代工業怪済論Jl1973'年，第5章，岩淵誠一「機械工労骨者申熟
練の分解とテイラー システムの形成過程Jr現代技楠評論』第3号， 1975年などを参照。
23) B. J.1刀印刷，[JOJIH 回今回句， T. 30， CTp. 140，邦訳s 前掲書，第42巻， 6[j-、ージ。
24) 朝野勉野間車男『一般的危機と産業合理化J19&0年， 26-27 へ-~，傍点引用者(なお，こ
の著作はエムーロスマン『資本主義的合理化と骨働者階醐』の翻訳であることが知られている
が，残念ながら対照できなかったλ
25) 島弘『科学的管理法の研究I1963年， 197ベー ジ審照.


























26) Q. A. EpMaHc間賞，Y，ca3. CO屯， CTp. 61， 96-97， 202-203， 239-240 
27) F. W. Taylor， Shop Management， 1903. in Scientific Ma四 :gement，1947， pp. 91-92， 
上野陽一訳『科学的管理法』新肱 1969年.63-64ページ。
76 (76) 第 124巻第1.2号






















れたように， i力の利用J (Verwendung von K r a f t)Wの合理性ないし
28) Karl Marx-Fl門.edπ.chE:ηgels Werke， Dietz Verlag， 1962 (以下且""E. I!えと略記)， Bd 
23， s.5~::J，邦訳『マルクス=エンゲノレス全集』第23巻 b， 661へージ@
29) たとえばテイラ による「シ zベん作業。計画的統制」によって，野働生産性は(骨働草創じ要
困も含めて〕 羊に3.6傍に高まったが，骨{働者の賃金は1.6倍にしかふえず，生産物1単位当た
りの費用は0.46惜と逆に減少している (F.W. Taylor， The Principles of ScientかをcMana 
gement， 1911， inOp. cit.， p.71，邦訳，前掲書， 277ベー タL






















30) O. A. EpM3H山崎，YlCas. co宅， CTp. 65 




させるところの，肉体的自よび精神的諸能力の総体のことである。J (11. E.耳ぺ.Bd. 23， S 
181，邦訳，前掲書.第23輯 a，219へ i九傍点引用者〕
33) C肌 O.A EpMaHc阻!I， YJ九a3.CO宅， rJJaBa III， ITpHJlO旅eH"匁
78 (78) 第 124巻第1・2号
テイラーにより労働者の「全精力は無慈悲に使いはたされ，賃金奴隷の神経























34) TaM me， CTp. 107 
35) B. J.1 .nemm， nOJ2H. codp. co't.， T. 23， CTp. 18-19，邦訳，前掲書，第18巷， 641ページ。
36) O. A. EpMaHc日 4札》う'Cas.co't.， c1'p. 215 
37) TaM m:e， CTp. 20 
「科学的管理」批判と効求・人格民主主義 (79) 79 
け早〈最高能率で〉なしうる」仙という目的に従属させるのはほかならぬ資本


















38) F. W. Taylor， ShQρ ， p.146，邦訳，前掲書.158-159ベーシ。
39) Cf. R. F. Hoxie， Scwnti五cManag.開附1tand Labor， 1921， p. 132 
40) F. W. Taylor. The Principles.... ， p. 12，邦訳，前掲書， 229-230ペー 三九億在引用者。
41) M E. W.， Bd. 23， S.445，邦訳，前掲書，第23巻a，551へ-o/o
42) V g1.， M. E. w.， Bd， 23， S， 382， 403， SS， 445-446，邦訳，前掲書， 第23巻 a，473-474へー
ジ， 499へ-:}， 552-553ー ミージ。
43) 前日重隆『工場管理J195口年， 92ベージ， 'J俳晴雄 W1"閉的管理と労働J1953年， 144ベー ジ
岩尾時純『睦営技術の研究』 え増qj(2版)， 196C年， 34ベ ジ，副田満陣，前掲害， ~13ベ ジ，
223ペー ジを参照。
44) この点、の指摘は，山下高之氏によってもなされている (，W体系的』管理制度として白テイラ



























45) R. F. Hoxie， Op日 t.，p. 16 
46) M. E. W. Bd.， 23， S.512，邦訳，前掲書，第23巷 a，634へー ジ.
47} O. A. EpM3HCKH設，YKa3. "凹， crp. 215 


























48) M. E. W.， Bd. 23， 55. 511ーδ12，邦訳，前掲書，第23巻 a，633-635ベジ.























49) O. A. EpMaHCKI1H， Y，ca3. CO弔， CTp. 217 
50) Cf. F. W. Taylor， Sho安 . pp. 44-45， p.110， 187，邦訳，前掲書， 75へ←ジ， 130ベー
"，':， 196ベー ν。
51) R. F. Hoxie， Qp. cit.， p. 100. Cf. F. W. Taylor， Taylor's Testtηwn少 Beforethe 
Spe，ιial HQUse CcnI.rnittee， 191丸山 Op田t.，pp. 217-218，邦訳，前掲書， 488-489へー 片ー
52) F. W. Taylor， A Piece Rate System. 1895， in T.τωPapers on Scientific M前回gement.
1919， p.83，弗訳，前掲書， 39ヘージ。


























54) O. A. EpMaHcKIi:i. YF<03. CO't.， CTp. 220 
55) TaM lKe， crp. 218. Cf. R. F. Hoxie， Op日 t.，p. 1回
56) O. A. EpMa国間九 Y1C03.co't.， CTp. 75-76， 81， 215-216. Cf.， R. F. Hoxie， Op. cz"t.， p.93 
E7) F. W. Taylor， Shop.. p. 53， 195， 邦訳，前掲書， 82ベー タI 202ページ。 The


























58) 池よ惇『現代資本主義経済の基礎理論JI197~. 126-127ペー ジ審照9
59) M. E. 1杭， Bd. 2， S. 307，邦訳，前掲書，第2巻， 306ベージ。
60) M. E. W.， Bd. "3， S.350，邦訳，前掲書，第23巻a，34へ一山
.61) Ibid.， S. 447，向上.554ベー ジ.

























62) Vgl. 1M.， SS. 511-512，同上， 633-!j.35ベジ0
63) 向井武士，前掲書， 146へ一九
86 (86) 第124巻第1.2号
している。そしてそのことはまた冒頭にふれた「社会主義企業における効率と
民主主義」の問題の中味を考えるにあたっての有益な示唆ともなっていよう。
とはいえ，このような積極的な意義をもっと同時にヱルマンスキーには，本
稿でも指摘したように， 1920竿代ソ連の理論的・実践的諸状況に規定された不
徹底性とかれ自身の方法論から派生する限界とが随伴している。["非効率」に
おける生産性の諸契機にたいする評価の一面性， ["非人格化」における「エネ
ルギー論」的・「機械論」的傾向， ["非民主主義」問題の位置付けの不十分さ，
などがそれである。そしてそれは『科学的労働・生産組織とテイラー・ γステ
ム」の課題の1っとして提起されながら本稿では留保された「社会主義的合理
化」論に顕著に示されている。エルマンスキーの「社会主義的合理化」論の批
判的考察，乙れが次稿の課題である。
〔付記〕
1 ル'7::/スキーの諸文献については，青山学院大学の大島国雄教授上りマイ
グロ・フィノレムをお借りするとともに貴重な助言をいただし、た。記して感謝の
意を表する次第である。
(1978年12用脱稿)
